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0 進路講演会資料

大阪府立清水谷高等学校
保護者講演会

株式会社ベネッセコーポレーション

大阪支社 山本 善大    

お子様の希望進路実現に向けて！

～今押さえておきたい情報～
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1 大学入試の仕組み

国公立大学 私立大学

一般
選抜

（旧一般入試）

共通テスト試験
＋

個別学力試験

独自方式(大学独自の試験)

共通テスト利用方式

共通テスト・独自併用方式

学校推薦型
選抜

（旧推薦入試）

書類審査、小論文、面接など

※ 国公立大学では「共通テスト試験」を課す場合もある

総合型
選抜

（旧ＡＯ）

書類審査、小論文、面接など

※ 国公立大学では「共通テスト試験」を課す場合もある
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2 国公立大入試（一般選抜）の基本解説

大学入学共通
テスト

・提出書類
・小論文
・調査書
※大学によって

課されない場合もあり

＋基本受験
パターン ＋個別学力検査

前期日程

中期日程（一部の公立大のみ実施）

後期日程

440点

600点

400点

東京大文科一類
（前期）

大阪大法学部
（前期）

広島大法学部
（前期）

個別学力検査

110点

600点

900点

大学入学共通テスト

配点割合
参考：2025年度入試

国公立大 １月実施 ２～３月実施

参考サイト：一般選抜（国公立大）の仕組み｜マナビジョン｜Benesseの大学・短期大学・専門学校の受験、進学情報

https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/ippan_kokkoritsu.html
https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/ippan_kokkoritsu.html
https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/ippan_kokkoritsu.html
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3 私立大入試（一般選抜）の基本解説

３教科型
多くの大学で実施

提出書類
※大学によって

課されない場合もあり
＋

※注意ポイント※

２教科や１教科で受験できる大学もあります。
勉強の負担は減りますが、その分志願者が集まり高倍率に
なりやすく、志望校の選択肢も狭めることになるため、科
目を早期から絞らないように注意しましょう。

入試方式・日程（一例） 概要 ポイント

共通テスト利用

共通テストの成績でのみ合否が決まり、複数の大学・学部に出願で
きる「単独型」は３教科型が主流。
近年は、共通テスト＋大学独自の個別試験の結果で合否を決定する
「併用型」の実施が難関私立大において増えている。

受験機会を拡大できる

全学部日程
全学部・学科を共通の入試問題で同じ日に受験できる。一度の試験
で複数の学部・学科への出願が可能。

効率的に受験ができる

英語外部検定利用
英語外部検定の成績・スコアを「出願資格」や「みなし得点」と
いった形で合否判定に利用。

得意を生かせる
事前に準備ができる

得意科目重視型
得意科目の配点比率が高められたり、高得点科目でのみ合否判定が
行われる入試方式。

得意を生かせる

試験日自由選択 連続する試験日程から自由に受験日を選べる。 入試スケジュールの調整ができる

学外試験 大学の所在地以外に設置された試験会場で受験ができる。 移動コスト・労力の負担を減らせる

基本受験
パターン

私立大

参考サイト：一般選抜（私立大）の仕組み｜マナビジョン｜Benesseの大学・短期大学・専門学校の受験、進学情報

https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/ippan_shiritsu.html
https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/ippan_shiritsu.html
https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/ippan_shiritsu.html
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4 近年の入試に関する基本情報
～国公立大・私立大の「一般選抜」スケジュール～

受験方式によって
スケジュールは

大きく異なるので注意

国公立大入試スケジュール｜マナビジョン｜Benesseの大学・短期大学・
専門学校の受験、進学情報

国公立大

夏ごろ 情報発表

9~10月
共通テスト出願

1月
共通テスト受験

1月末～2月頭
志望大へ出願

2月末～
大学別試験受験

私立大

夏ごろ 情報発
表

9~10月
共通テスト出願
※共通テスト利用の場合

12月~1月
志望大へ出願

2月上旬～
大学別試験受験

https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/kokkoritsu_schedule.html
https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/kokkoritsu_schedule.html
https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/kokkoritsu_schedule.html
https://manabi.benesse.ne.jp/daigaku/nyushi/nyushi_info/kokkoritsu_schedule.html
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5 近年の入試に関する基本情報
～国公立大・私立大の「学校推薦型選抜」スケジュール～

国公立大 私立大

大学ごとに大きく異なります
以下は参考スケジュールです
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6 大学入試のスケジュールイメージ（高校３年次）

方式 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国
公
立
大

一般

推薦

総合

共
通
テ
ス
ト
出
願

出
願 試験

個
別
試
験
出
願

個別
前期

個別
中期

個別
後期

共
通
テ
ス
ト

出願 試験

＊共通テスト利用の場合
は共テ後に合格発表

試験対策の時間を考えると第一志望に向けた「確固たる想い」
高２終了次には持っておきたい
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7

高２秋および長期休暇明けに志望変更する生徒が多い

学年の変わり目に起きやすいお子さんの気持ちの変化

3年

1月

共
通
テ
ス
ト
の
自
己
採
点

結果を含めた総合的な判断で
受験校を変えるならここ
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8 目標へのこだわりは学習意欲を喚起する
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9 受験パターンが明確になっているか？

国公立

私立

共通
テスト

共通
テスト

独自
方式

個別
試験

個別
試験

後期中期
個別
試験

後期

独自
方式

大学受験は勝負の世界

万一合格点に届かなかっ
た場合、どんな受験
パターンが描けるかは
想定しておきたい

一般的に言われるのが
「挑戦校」「現実校」

「押さえ校」
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私立大専願者の共通テスト方式の利用と合格率（関関同立）～2024年度入試～

＊ 2024年度入試結果調査より。国公立大の受験情報がある生徒を除いて集計。偏差値は第1回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試のもの。
各大学について、一般方式のみを受験した生徒と一般方式と共通テスト方式の両方を受験した生徒を抽出し、１方式でもその大学の合格があれば合格者、１方式もその大学の合格がなければ不合格者として数えた。

例えば、一般方式を３学部受験し、１学部が合格、２学部が不合格だった生徒は「一般方式のみを受験した合格者」とみなした。

一般方式のみを受験した生徒よりも、一般方式と共通テスト方式の両方を受験した生徒の方が合格率が高い

私立大専願者にとって、共通テストを受験せずに大学の個別試験に絞って対策をする場合と、共通テスト対策にも時間を割く場合のどちらが合格率が高かったかを
2024年度入試の結果で検証した。入試結果調査の受験大学に国公立大を含まない生徒のみを対象として、ある大学に一般方式のみで受験した生徒と、一般方式と共通テ
スト方式の両方で受験した生徒を分け、それぞれの偏差値帯別の合格率を比較した。下図の関関同立を例にとると、いずれの偏差値帯においても一般方式と共通テスト
方式の両方で受験した生徒の方が合格率が高くなった。

私立大専願者の受験パターン別の偏差値帯別合格率（関関同立）

国英歴偏差値 合格者数 不合格者数 合格率

70以上 35 4 90%

65以上70未満 172 25 87%

60以上65未満 559 232 71%

55以上60未満 1039 811 56%

50以上55未満 1158 1663 41%

45以上50未満 861 2106 29%

45未満 503 2118 19%

一般方式のみを受験 一般方式と共通テスト方式の両方を受験

国英歴偏差値 合格者数 不合格者数 合格率

70以上 23 1 96%

65以上70未満 179 11 94%

60以上65未満 440 91 83%

55以上60未満 635 278 70%

50以上55未満 590 492 55%

45以上50未満 333 484 41%

45未満 132 414 24%

ちなみに、私立大は受験科目を絞らず、共通テストも受験することが受験戦略の鉄則
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11 受験パターンを想定する中で、オープンキャンパスの利用はマスト

生徒

□アドミッションポリシー
□興味のある学部・学科の特徴
□特色のある研究や授業・興味のある先生など
□留学制度・就職・学生寮などの支援
□興味のある部活・サークル・課外活動
□選抜・入試方式
□施設や設備、模擬授業や研究室
□キャンパスや学生の雰囲気

保護者

□学費・奨学金など必要経費
□周辺環境（最寄り駅から大学までの環境・安全性）
□在学生の状況（雰囲気・アルバイトなど）
□本人の様子（ポジティブ？ネガティブ？）

確認ポイント
・第一志望校だけオープンキャンパスに参加して満足していないか？
・受験可能性のある大学の環境も、自分の目で確かめて納得できたか？
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12 合格を掴んだ受験生はどのくらい勉強していたのか？

1年生秋 ２年生春 ２年生秋 ３年生春

京都大 平日 109分 98分 125分 134分

大阪大 平日 104分 95分 118分 122分

神戸大 平日 91分 85分 101分 113分

大阪市立大 平日 84分 80分 93分 103分

兵庫県立大 平日 86分 79分 96分 99分

大阪教育大 平日 83分 77分 86分 99分

神戸市外大 平日 79分 78分 93分 100分

立命館大 平日 85分 82分 91分 105分

関西大 平日 75分 71分 84分 96分

関西学院大 平日 81分 76分 92分 100分

近畿大 平日 74分 69分 78分 86分

甲南大 平日 72分 62分 86分 81分

1年生秋 ２年生春 ２年生秋 ３年生春

京都大 休日 180分 166分 199分 223分

大阪大 休日 168分 160分 196分 203分

神戸大 休日 147分 139分 164分 192分

大阪市立大 休日 128分 129分 148分 171分

兵庫県立大 休日 137分 127分 155分 166分

大阪教育大 休日 136分 126分 141分 154分

神戸市外大 休日 141分 129分 140分 163分

立命館大 休日 136分 137分 146分 175分

関西大 休日 119分 114分 129分 156分

関西学院大 休日 131分 123分 144分 164分

近畿大 休日 119分 112分 123分 139分

甲南大 休日 116分 101分 133分 133分

ポイント

・生活リズムが定まっている
・学習時間を固定化できている
・スキマ時間活用する
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＊子どもの生活リズムと健康・学習習慣に関する調査2021

学習習慣を安定させるために重要な生活習慣の安定
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移動 部活

成績上昇者と下降者の生活習慣

成績上昇者

遊び 勉強 スマ
ホ

成績下降者

学習習慣を妨げるスマホの脅威

1日90分、勉強orスマホ

90分×1か月＝45時間の差

45時間×1年＝540時間の差
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15

習慣化のコツとPoint

1. “欲求”を言語化する
2. とにかくハードルを下げる

3.“時間”と“場所”を固定する
4. “見える化”で達成感を

5.行動の“トリガー”を使う
6. 家族や仲間に”共有”する
7. 自分へのご褒美を用意する
8. 例外ルールをつくる

習慣は“意志の力”ではなく“仕組み化”する
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目標と現実のギャップをどう埋めるかが

見えていることがとても重要！！
【ポイント①：目標】

志望校の入試突破に
必要な学力

【ポイント②：現状把握】
今の自分の学力・志望

現在地からの道筋を
見つけるのが「目標」

このギャップ（差）を
埋めるのが受験勉強

目標とギャップを埋める学習計画が描けていることが重要

【ポイント③：見通し】
合格までの道筋を可視化する
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×模試＝不合格になる可能性を示すもの

〇模試＝合格の可能性を高めるポイント
がわかるもの

「成功や勝ちよりも失敗や負けから得る
ことの方がはるかに大きい」

判定に左右されることなく、
前向きに努力の軌道修正ができるよう

周りの大人は信じ続けたい

模擬試験の捉え方で認識していただきたいこと
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18 つまり、結果を振り返る際は、学習計画に落とし込むことが重要！

志望校成績

教科バランス＆分野別成績

①次の判定まであと何点、を確認

②伸ばしどころの教科と分野を確認

①次の判定まであと何点、を確認

【例】
3教科でC判定まであと 20点

②伸ばしどころの教科と分野を確認

20点のギャップを埋めるためには、

国語で 5点 数学で 5点

英語で 10点 伸ばせば良い。

「分野別成績」から、英語は
で伸ばすことが可能。

長文読解

そのためには、①英単語、②基本文法
に取り組み、限られた時間で長文を読む
③速読力を高めることが重要。

※進研模試高2生総合学力テスト 成績表より
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□間違えた原因の分析

□自分の言葉で整理

□問題に対する解法の種類を確認

POINT

ミスの要因を分析し、同じミスを繰り返さない努力が差別化に

□間違えた事項の確認

□自分の言葉で整理

□模試では問われていない
関連事項も併せて確認

□時間配分のミスを分析し
次回の戦略を立て直し
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実合格者数はB・C・D判定が多い

【大切なこと】

①判定だけで志望校を安易に決めない、変えない
②志望校合格に向けて、自分に何が／どれくらい 足りないかを確認する

合格可能性は合格率○○％の意
①A判定でも不合格の人もいる
②D判定でも合格の人もいる

ちなみに、判定が悪いから受からないということはない！（あくまで現段階の可能性）
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こんな成績で○○いけんの？

ここでいいんじゃない？

だからこそ、否定発言はグッとこらえる！

○○○○○○・・・・。

ここが踏ん張り時だね！

数学は前より
良かったんじゃない？

次はもっと頑張るね！

焦りや不安は受験したお子様が一番理解している
自分はまだやれる！と自分自身を信じる強い
気持ちをサポートしてあげることが何よりも大事！

▼進研模試成績表より
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22 【参考】受験時の親からの言葉
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高１

２学期

高１

３学期

高２

１学期

高２

２学期

高２

３学期

高３

１学期

高３

２学期

高３

３学期

0%

24%
37%

65%
85%

90%92%
97%

大学入試を意識して勉強を
始めた時期と合格率の変化

みんなが勉強を始める時期からは、合格率が大きく低下。
この時期に「始めない」人の受験生活は

相当に厳しいものとなる。

早めの行動は合格率を上げることにつながる

とはいえ、本気になるタイミングは少しでも早く
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～学年として団結していくために～

一人の意識の集合体が全体の雰囲気を形成する

・学校の授業を中心に学習サイクルを回している

・常に全体が上昇志向であり、志望校判定が高く出

ている生徒もさらに高いレベルを目指すことで、全体
の雰囲気が活性化される

・自分は絶対に受かるという強い気持ちを

持ち、やりたいことではなく、やるべき努力がしっか
りできている生徒が多い
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行ける大学ではなく、行きたい大学に
～受験で培う人間的な成長～

大学受験は、入試突破がゴールにありますが、

緻密さ・忍耐力・判断力など

努力の過程に大きな収穫があります

「目の前のお子様の可能性を最大限信じてサポートしたい」

これは先生方も我々ベネッセも目の前のお子様に

しっかり向き合う想いでございます

第2パートを凝縮したメッセージ
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26 受験を終えた生徒に聞いたアンケート結果から見えたこと

先生は当然として、保護者の影響が大きい
友人の影響はあまり受けないことからも、家庭でのコミュニケーションは重要
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何よりも“平常であること”が安心感を与える
コミュニケーションは「聴く、励ます、認める」を中心に

受験を終えた生徒に聞いたアンケート結果から見えたこと
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大学受験期、保護者にしてもらってうれしかったこと

⚫ 何か不安なことがあるたびに、否定せず、話を聞いてくれた。
それだけでかなり安心できた。（神戸大 国際人間科学部 2年生）

⚫ 私がやる気が出ないときに励ましてくれたことが、とてもありがたかったです。
（京都府立大 生命環境学部 1年生）

⚫ 入試関連の資料を自宅で印刷する機会が急に増えたのですが、プリンターのイン
クが切れないようこまめに補充してくれて助かりました。

（新潟大 経済科学部 2年生）

⚫ 入試のスケジュールを親も一緒に把握してくれていたおかげで、書類の提出など
大切な予定を着実にこなすことができました。
（東京工業大 生命理工学院 3年生）

保護者からの精神面・生活面のサポートに感謝

特別な干渉ではない普段通りの気遣いとは？
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 ○規則正しい生活を送らせましょう。
勉強を始める時間、寝る時間・起きる時間を決めさせて下さい。
規則正しい生活をさせて、体調を整え、できるだけ欠席させないように気配りをお願いします。土、日に勉強するのも規則
正しい生活を送るのに効果があります。 
 

○子どもの声を聞いてやりましょう。進路意識を育てましょう。 

・社会問題を扱ったテレビを見て話し合う。
・自分の職場体験を話す。
・子どもが突飛な希望を言っても、一応は尊重する。
自分の将来の進路目標がで きると、子どもはその目標に向かって勉強を頑張るようになります。

 ○保護者の励ましは子どもの力のみなもと。 
子どもが勉強をするときには、安心して勉強できる環境を作ってあげることが大切です。声をかけてください、励ましてくだ
さい。子どもは見守られていることを実感できますので安心して勉強が出来ます。

○子どもの変化に気を配ってください。 
子どもを駄目にしてしまう原因の一つに、見て見ぬ振りをすることがあげられます。保護者が子どもの様子や態度が変わっ
てきたと感じても、子どもの反発を避けたいために問いたださない。保護者にとってはこの方が楽ですが、子どもはますま
す深みにはまって取り返しがつかなくなる事もあります。勇気を出して子どもとのコミュニケーションを図りましょう。 

保護者として意識したいこと
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イメージや今の成績で
決めることが多い

指示・教えこむのではなく、話し合う
子どもからの話を引き出す。その中で子ども自身が気づいていく。

ただし後出しじゃんけんだけはＮＧ。
譲れない条件は今のうちに伝えておくべき。

（例えば、学費など。受験直前で揉めるケースをよく伺います）

子ども

◆観点を持っていない
◆考えが浅い場合が多い
⇒そこに気付かせる

遠慮せずに

質問することが重要

保護者

◆どういうことが学べる？
◆キャンパスの場所は？
◆どんな資格がとれる？
◆卒業先の進路は？
◆通っている人の話は？

問い

気づき

保護者として意識したいこと －話し合い編－
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「ベネッセマナビジョン保護者版」
https://manabi.benesse.ne.jp/lab/parent/index.html

★お金情報（学費、奨学金など）

★受験パターン例

★大学情報
など進路に関するあらゆる情報が揃ったサイトです！

「マナビジョン 保護者」で検索下さい

【参考】進路情報などの情報収集はこちらから

https://manabi.benesse.ne.jp/lab/parent/index.html
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